
福祉社会フォーラム２０２２

若者が生きやすい社会を考える
〜自殺予防と遺族支援の視点から

講演 尾角 光美 さん(一般社団法人 リヴオン代表理事) 

コメンテーター 横道 誠 (本学文学部欧米言語文化学科准教授)

コロナ禍が収束しないなか、自殺で亡くなる人が増えていると言われます。特に、子ども・

若者の死因の１位が自殺となり、国際的にも１５～３４歳の死因の１位が自殺なのはG７の中で

も日本のみです（厚生労働省「自殺対策白書」）。

１９９８年以降、年間３万人以上の方が自殺するという状況のなか、２００６年、自殺対策基

本法が議員立法で制定されました。その後、政府は自殺総合対策大綱を定めるなどして対策

に取り組んでおり、また「世界自殺予防デー（World Suicide Prevention Day）」である９月１０

日から１６日まで「自殺予防週間」と位置づけています（自殺対策基本法）。

今回、グリーフケアに取り組まれ、近年ヤングア

ダルトの死別経験と社会経済的影響について研

究を行っておられる、リヴオン代表理事の尾角さ

んをお招きします。若者が生きやすい社会、そし

て死に直面した誰もが必要とするサポートにつな

がる社会のあり方を考えます。

日時：2022 年 9 月 16 日（金） 

13:30-16:50（開場 13:00）

会場：京都府立大学 6号館ホール１
（６号館３F）【地下鉄北山駅下車、南へ８分程度】 

※ハイブリッド開催（zoom 併用 オンライ

ン参加者のみ事前登録制） 参加費無料

※オンライン参加の方は、９月１４日（水）までに、京都府立大学公共政策学部の朝田佳尚

（asada★kpu.ac.jp）までご連絡ください（左記★を@に置き換えてください）

学生・府市民のみなさま、ぜひご参加ください

主催：京都府立大学福祉社会研究会 共催：京都府立大学大学院公共政策学研究科

尾角 光美（おかく てるみ）さん プロフィール 

19 歳で母を亡くす。「あしなが育英会」で病気、

災害、自殺、テロ等による遺児たちのグリーフケ

アに携わる。全国の自治体や学校、寺院・宗派な

どから講演、研修等の講師に呼ばれ、自殺予防

やグリーフケアについて伝え広める。2009

年、「グリーフケアが当たり前にある社会」の実

現を目指して、一般社団法人リヴオンを立ち上

げ、『102 年目の母の日』（長崎出版）編著。浄土

宗第5回「共生・地域文化大賞」の「共生優秀賞」

受賞。日本財団国際フェローシップのフェロー５

期生として英国留学、ヨーク大学大学院国際比

較社会政策修士号取得。現在はバース大学大学

院博士課程に在学中。単著『なくしたものとつな

がる生き方』（サンマーク出版）、共著『自殺をケ

アするということ』（ミネルヴァ書房）。




